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 こんにちは。フィンドレー大学に留学中の近藤です。新年あけましておめでとうございま

す。2016 年はさまざまな出会いと経験に溢れた一年を過ごすことが出来ました。2017 年はそれ

を越えたものになるよう 1 日 1 日を噛みしめていきたいと思います。今後ともどうぞよろしく

お願いいたします。さて、1 月は冬休み後半に始まり、春学期スタートと目まぐるしく環境が変

わっていきました。本報告書ではその模様を記していきたいと思います。 

 

 冬休み後半 

 正月のかけらもない新年、それからワシントンＤ.Ｃ.へ 

 タイムズスクエアで 2017 年を迎えた後の帰り道、道行く人たちはカウ

ントダウンのパーティーに行っていたのか、どの人もきらびやかな格好で

テンションがとても高いようでした。もちろん、ニューヨークで新年を迎

えるという特別な経験ができた私たちも内心は興奮冷めやらぬ状態でした

が、いわゆるパーリーピーポーとはこのことかという無秩序さには驚かさ

れました。1 日、朝はゆっくり過ごし昼過ぎから活動を始める人がほとん

どでした。それは寝正月と似ている部分があるのかなと思ったのですが、

外へ出ると正月の雰囲気はもちろんなく、カウントダウン前と同じ街並みに戻っていました。

やはり日本の 1 月 1 日の方が特別感があると思い、初詣やそこで飲む甘酒、おせち、お雑煮な

ど、正月が少し恋しくなりました。 

 冬休みの最後の目的地、ワシントン DC へはニューヨークからバスで 4 時間でした。DC では

沢山のミュージアムを堪能しました。アメリカ歴史博物館、航空宇宙博物館、ホロコースト博

物館、ニュージアムへ行ったのですが、なかでもニュージアムが印象に残っています。そこで

は様々な出来事がありとあらゆるメディアを使って展示されており、ベルリンの壁の一部や、

9.11 で崩れたワールドトレードセンターの断片、ジャーナリストの生死をかけた活動を紹介し

ていたセクションには特に考えさせられました。他にはもちろん、リンカーン記念堂やホワイ

トハウスへも行ってきました。大統領が変わる直前だったので、今ワシントンで起こっている

様々な政治的活動を見るとこの時に訪れたところの近くであったりします。 

 

 オハイオ州ライマでの写真展 

 オハイオに戻ってきた後は、フィルム写真学の授業の課題として出

展させていただいた写真展のレセプションに参加してきました。驚い

たことに、私はそこで白黒写真部門の 2 位を頂くことが出来ました。



名前を呼ばれた時は自分のことだとは信じられず、何とも言えない嬉しさを感じました。趣味

ではじめた写真ですが、もう少し極めてみたいと思いました。 

 

 春学期 

 新しい授業日程と自炊のスタート 

  

  今期の時間割はこのようになりました。火曜日と木曜日は朝 8 時からの授業があります。

朝が苦手な私にとっては前日の夜から翌朝ちゃんと起きれるかという心配に駆られます。月曜

日と水曜日の夜 9 時過ぎまでの授業が終わった後は、帰宅後すぐに寝る支度をして早起きに備

えるようにしています。 

 また、今期からは食堂の利用をやめ、シェアハウスのキッチンを使って自炊をスタートさせ

ました。調理器具や炊飯器は大学のものを使わせてもらえるので、本当に助かっています。自

炊生活は人生で初めてなので、他のこととの両立が大変な時もありますが、新鮮で勉強になる

ことも多く、楽しむことが出来ています。 

 

 



 体調不良 

 新学期 2 週目に差し掛かったころ、気づいたら熱が出ており、初めて大学を丸一日休まなけ

ればいけなくなってしまいました。冬休みの旅行のしわ寄せと新学期への緊張感から出た疲れ

が原因なのかなと思います。何にせよ、自己管理が十分でなかったのだなと思い、反省させら

れました。授業を丸一日休むだけで、授業内容はもちろん、課題も遅れてしまうので失うもの

が本当に大きいです。今後は健康第一を心掛けていきたいと思います。 

 

 Family Night 

 Literacy Coalition というフィンドレーの位置するハンコック群の識字

教育団体によるイベントです。このイベントは、読み書き教育を各家

庭や子どもたちに親しんでもらうことを目的としています。最近では

異文化を取り入れ始めたということで、私は日本の紙芝居担当として

参加させていただきました。紙芝居はもう一度挑戦してみたいと思っ

ていたことだったので、それが叶ってとてもうれしかったです。釘付けになる子どもたちを見

て、もっと楽しんでもらえる読み方ができるようになりたいとさらに思いました。 

 

 Chinese New Year(旧正月)パーティー 

 中国では 1 月 1 日ではなく旧正月の方が盛大に祝われているのをご存知でしたか？今年は 1

月 28 日が旧暦でいう 1 月 1 日ということで、その晩、中国からの留学生である友人が彼女のシ

ェアハウスに私を招待してくれました。韓国、ヨルダン、中国、日本、アメリカと多国籍なメ

ンバーで中華料理の鍋や餃子を囲んで食べたのは、新鮮でとても楽しかったです。たらふく料

理を堪能した後は深夜までカードゲームなどをして遊び、日本での正月のようなゆっくりとし

たあたたかい時間を過ごすことが出来ました。 

 

 

1 月の報告は以上になります。ご質問等ございましたら、以下のメールアドレスへお気軽に

連 絡ください。（フィンドレー大学 近藤芙実歩：kondof@findlay.edu） 


